
各 位

当社は、

生じましたのでお知らせいたします。
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個別業績における前期実績との差異

前 期 実 績 （ Ａ ）

実 績 値

増 減

増 減

 

２．営業外費用の計上及び

 202

び営業利益が前期より

る貸付金並びに両社の各債務超過額

の計上額が

経常損失、当期純損失が大きく改善いたしました。

ではグループ内で相殺されるため連結財務諸表に与える影響は

                             

位 

営業外費用の計上及び

当社は、2025

生じましたのでお知らせいたします。

2025 年 3 月期

個別業績における前期実績との差異

 

前 期 実 績 （ Ａ ）

実 績 値 （ Ｂ ）

減 額（Ｂ－Ａ）

減 率（ ％ 

営業外費用の計上及び

2025 年 3 月期におきましては、

び営業利益が前期より

る貸付金並びに両社の各債務超過額

の計上額が 1,179

経常損失、当期純損失が大きく改善いたしました。

ではグループ内で相殺されるため連結財務諸表に与える影響は

                             

営業外費用の計上及び

5 年 3 月期において、

生じましたのでお知らせいたします。

月期 実績値と

個別業績における前期実績との差異

売上高

前 期 実 績 （ Ａ ） 771

（ Ｂ ） 1,004

額（Ｂ－Ａ） 23

 ） 30.3

営業外費用の計上及び差異の理由

月期におきましては、

び営業利益が前期より増加しました。

る貸付金並びに両社の各債務超過額

179 百万円となったのに対し

経常損失、当期純損失が大きく改善いたしました。

ではグループ内で相殺されるため連結財務諸表に与える影響は

                             

営業外費用の計上及び個別業績における前期実績との差異に関するお知らせ

月期において、202

生じましたのでお知らせいたします。 

実績値と前期実績値と

個別業績における前期実績との差異                

売上高 営業利益

771 

1,004 

233 

30.3 

差異の理由 

月期におきましては、販売用不動産の売却があった

しました。また、

る貸付金並びに両社の各債務超過額に対して引当金を計上しておりますが、

となったのに対し

経常損失、当期純損失が大きく改善いたしました。

ではグループ内で相殺されるため連結財務諸表に与える影響は

                             

会 社

代表者名

問合せ先

 
 

個別業績における前期実績との差異に関するお知らせ

 

2024 年 3 月期の個別業績における前期実績と差異が

 

記 

前期実績値との差異 

個別業績における前期実績との差異                

営業利益 

122 

209 

86 

70.6 

 

販売用不動産の売却があった

また、株式会社進学会及び株式会社ＳＧ総研に対す

対して引当金を計上しておりますが、

となったのに対し、2025

経常損失、当期純損失が大きく改善いたしました。

ではグループ内で相殺されるため連結財務諸表に与える影響は

                             

会 社 名 株式会社進学会

代表者名 代 表

（コード番号

問合せ先 取締役管理部

個別業績における前期実績との差異に関するお知らせ

月期の個別業績における前期実績と差異が

 

                

経常利益 

△1,012 

△513 

499 

－ 

販売用不動産の売却があった

株式会社進学会及び株式会社ＳＧ総研に対す

対して引当金を計上しておりますが、

年 3 月期の計上額は

経常損失、当期純損失が大きく改善いたしました。なお、上記の

ではグループ内で相殺されるため連結財務諸表に与える影響は

                             202

株式会社進学会ホールディングス

表 取 締 役

（コード番号 9760 東証スタンダード）

取締役管理部長

（TEL 011

個別業績における前期実績との差異に関するお知らせ

月期の個別業績における前期実績と差異が

                

 当期純利益

△1,392

△579 

812 

－ 

販売用不動産の売却があったことにより当期の売上高及

株式会社進学会及び株式会社ＳＧ総研に対す

対して引当金を計上しておりますが、

月期の計上額は 764

なお、上記の引当金計上

ではグループ内で相殺されるため連結財務諸表に与える影響はありません

2025 年 5 月 30

ホールディングス

役 平井 将浩

東証スタンダード）

長 竹山 正輝

TEL 011-863-5557

個別業績における前期実績との差異に関するお知らせ

月期の個別業績における前期実績と差異が

                〔単位百万円〕

純利益 

一株当たり

当期純利益

（円 

1,392 △78.43

 △32

  

  

ことにより当期の売上高及

株式会社進学会及び株式会社ＳＧ総研に対す

対して引当金を計上しておりますが、2024 年 3

764 百万円となり、

引当金計上額は連結決算

ありません。 

 

30 日 

ホールディングス 

将浩 

東証スタンダード） 

正輝 

5557） 

個別業績における前期実績との差異に関するお知らせ 

月期の個別業績における前期実績と差異が

〔単位百万円〕 

株当たり 

純利益

 銭） 

78.43 

32.72 

 

 

ことにより当期の売上高及

株式会社進学会及び株式会社ＳＧ総研に対す

3 月期

百万円となり、

額は連結決算

以上 


